
く糾弾したものである。こう奥平康弘「憲法の転機としてれにさわやか
な議論を展開し

した論調のなかで、事もあろの『平和協力法』」を載せてていたことが印象深い。

うに、自衛障生みの親の一人憲法学者の危慎を集約すると
江藤淳をはじめ村松剛、西

とも一冨われる後藤田正晴・元ともに、大江健三郎、
加藤周尾幹一一、入江隆則ら文化論的

内閣官房長官が「『海外派一、小林直樹、坂本義和、隅保守主義者たちの発言も目立

兵』の
圏構論を排す」（『月刊谷三喜男、都留重人、日高六っていた。

昨年から今年にかけての固と。のような感がないでもなAsahi」十二月号）で強郎の七氏呼びかけによる「『国
憲法や安全保障とともに、

際社会の変動は、まさに脱ニい。

くクギを刺していたことが注連平和協力法案』に反対する東欧・ドイツ問題や中国・北

十世紀的な歴史の道程であっ
中
東貢献策をめぐって国会目された。

声明」を署名禅とともに掲載朝鮮問題も注目されたが、や

た。革命と戦争に替りれた二内外で論
議が起こりつつあっ
これらの論議は、当然、憲している。最上敏樹「『良心はり日米関係は重要なテlマ

十世紀が、反・箪命（脱社会たとき、佐藤誠三郎「いまこ法問題を改めて論壇のテlマ的兵役拒否国』の証しのためであった。この点では椎名業

主義〉と脱冷戦へと決定的にそ安全保障戦略を転換せよ」にしたが、改憲論の側からはに」（『世界』十一月号）は、夫「国
連外交か日米同盟か」

移行したからである。このよ（『中央公論』十月号）は西部遜「日本国憲法．改正私これら署名者の見解をもつと（『申央公論』十一月号）が

1一うな時期に去る八月初旬、イ築団的自衛権は合憲だとの案」（『文芸春秋』九月号）も良く代表していると一畜えよ日本の側から一賃した臼米関

リι卜γ一こつたので、世界の耳目は湾
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夢のあとの感
却せよ」や屋山太郎「誰が日た。

右に見た論檀の亀裂は、か「対日政策の焦点はもはや安

一このような変動の核心をわ本を守るのか」（『諸君／』
中東貢献策をめぐる激しいなり深刻であり、容易に交叉保ではない」（同五月号）な

一が国の論壇はこの一年、果た十二月号）、舛添要一「態法論議か戦後臼本砲如識人を刺し得ないが、そうしたなかでどのように依然として活発で

一してとりえ得ただろうか。湾残って国滅ぶ」（『THIS戟したことはいうまでもな中谷巌、中西輝政、北岡伸．あった。

一岸危機に由来する国連平和協
IS
読売』十一月号）、ぃ。

一、五百旗頭真、山内昌之、
これらの意見にたいして

一力法案や自衛隊海外派兵問題伊藤態一「『平和という名の
『世界』十二月号は「派石川好、長谷川三千子らの中は、大前研一「構造協議は即

への賛
否か派手な見出しで誌鎖国』を排す」（『諸君／』兵踏みにじられた憲法」と堅の論客が『Voice』刻中止せよ」（『文芸春秋』

面に飛び安い、議論が過熱し十一月号）は、いずれも現行題する特集で、樋口陽一「い『季刊アステイオン』、『外五月号）、鹿樟一「日本よ、あ

介留には、いずれもぷ夢のあ憲法体制下の平和主義を激しま、憲法をどうあっかうか」、交フォーラム』などでそれぞりがとっ」（『Voice』
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マ
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十
五
日 ・

参議

院議員。
マ
四
月
二
十日
市町村

会議員。新聞は、「民主日本

足固めの選挙」と形容

した。議会では、とた
んに
議員た
ちの

関
心
と話
題
は選挙に
集中し
たが、

この目、
貴族院本会議で
無所属議

員
佐々

木惣一
が講和
問
題をと
りあ

ずた。「今や
誌和会議に臨む準備を始

むべき段階にある」
憲法学者である京大教授佐々木

議員は、そう述べて質問を列挙し

た。①新憲法では公替貝の選定は国民

六月号）などが国際経詩全体

を見渡したスケールの大きな

議論を展開していたが、一連

の石原慎太郎発言もあって、

当面、日
米摩擦は癒えそうに

ないだろう。動
向
左
右
す
る

編集長の交替

最後に一言。論壇の動向を

左右する編集長が各誌で交替

した。『朝日ジャーナル』は初

の女性編集長・下村満
子が話

題を呼んでいるけれど（『創』

十二月号、
参照）、まだ誌面

にさして大きな変化はない。 勾4J→三作
即位

いと考えていたが、厳近の情勢で

は多少遅れる横様である」

対日理事会からもなにも通告を

うけていない、と述べた首相は、

声調を高めた。
｜｜講和を一日も早て迎えるに

は、挙国一
致して民主主義、平和

主義の体制をととのえることであ

る。

評点する風情一円
レ気味に顔を拡

日新聞』
は報冶

その『朝日一
「東京の縮図」
の風景をった長
交番横の約一
「スキヤ橋公闇

残骸の下の小売
に「
北国
同
胞帰一

野芳樹が断食粁

｜｜国内で対立、摩擦をみせて

いては連合国の同情を求められな

編集者といえば、永年『経済

往来』を出し続けてきた反骨

の老リベラリスト下村亮一が

この秋に逝った。両氏の葬儀

には執筆者も広告掲載の新聞 各社からも参列者がなかった

という。「人情紙の如しか」

とあるミニコミ誌（『月刊カ

レント』十二月号）が書いて

いた。（東
京外盟実教授）

はじめ、
書郁夫著「匙える一

フレ1ブニコフ」、宮下志朗一

著「本の都市リヨン」などの一

出版が評価された。
一

福岡市に本拠を置く葦書房一

は前川雅夫編「炭坑誌」、中

尾勘悟著「有明海の漁」など一

の大著を刊行。
径書房は「増

補版・長崎市長への7300

通の手紙」や「『ちびくろサ

ンボ』絶版を考える」を出し
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